
官
城
・瑞
巖
寺
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
官
城
郡
松
島
町
松
島

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
こ
ハ
月
ぞ

一
九
九
三
年
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
瑞
巌
寺
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
後
藤
勝
彦

。
新
野

一
浩

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
（ｐ
じ
ぞ

一
七
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

現
在
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
松
島
は
、
も
と
は
高
野
山
と
同
様
の
性
格
を

帯
び
た
霊
場
で
あ

っ
た
。
瑞
巌
寺
境
内
遺
跡
は
そ
の
松
島
の
中
心
に
あ
る
。
南

凝
ぽ
タ
ワ
‐

―

．】

，絵
　
ｒ
篤
〇
徳
一　
　
方
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
雄
島
に
は
板
碑

槻
瞬
　
　
　
が
多
く
建
て
ら
れ
、
火
葬
骨
が

り
、
三
方
を
出
に
囲
ま
れ
、　
一
方
は
松
島
湾
に
面
す
る
。
標
高
は
三
ぞ
四

ｍ
で

あ

る

。
調
査
は
、
瑞
巌
寺
新
博
物
館
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
東
北
歴
史
資
料
館
、

県
文
化
財
保
護
課
の
協
力
を
得
、
後
藤
勝
彦
氏
の
指
導
で
瑞
巌
寺
博
物
館
が
実

施
し
た
。
調
査
面
積
は
、　
一
七
〇
〇
だ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
現
在
ま
で
、
回
廊
の
も
の
と
推
定
す
る
基
壇

（以
後
Ｉ
期
基
壇

と
す
る
）、
竪
穴
遺
構
、
炉
状
遺
構

（推
定
湯
屋
）、
池
跡
、
井
戸
な
ど
が
検
出
さ

れ
た
。
ま
た
Ｉ
期
基
壇
構
築
以
前
の
遺
構
面
か
ら
直
径
四
Ｏ
ｉ
五
Ｏ
ｃｍ
の
礎
石

（安
山
岩
）
が
四
個
検
出
さ
れ
、
八
脚
門
の
礎
石
と
推
定
さ
れ
る
。
Ｉ
期
基
壇
は

瓦
の
年
代
か
ら

一
三
世
紀
末
か
ら

一
四
世
紀
初
頭
の
構
築
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
、
瓦
、
国
産
陶
器
、
中
国
産
陶
磁
器
、
土
師
質
土
器
、
木
製
品
、
石

製
品
、
金
属
製
品
、
骨
製
品
な
ど
が
あ
る
。
陶
磁
器
類
は

一
二
世
紀
前
半
に
遡

る
も
の
も
あ
る
が
、　
一
四
ぞ

一
五
世
紀
前
半
が
中
心
に
な
る
。
木
製
品
の
遺
存

は
極
め
て
良
く
、
杯
、
皿
、
椀
、
箸
、
曲
物
、
下
駄
、
櫛
、
塔
婆
な
ど
が
あ
る
。

瑞
巌
寺
は
中
世
に
は
臨
済
宗
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
身
は
天
台
宗
寺
院

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
両
寺
院
に
関
し
て
の
文
献
は
非
常
に
少
な
く
、

成
立
時
期
が
判
然
と
し
な
い
が
、
臨
済
宗
寺
院
は

一
三
世
紀
中
頃
に
成
立
し
、

一
四
世
紀
に
入
り
伽
藍
が
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
池
は
Ⅱ
期
基
壇
の
北
縁
に

沿

っ
て
つ
く
ら
れ
、
基
壇
構
築
と
同
時
か
多
少
遅
れ
て
造
営
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
凝
灰
岩
礫
で
護
岸
し
て
い
る
が
、
部
分
的
に
切
石
を
据
え
て
い
る
。
東

西

一
五
ｍ
、
南
北
五
ｍ
を
検
出
し
、
深
さ
は
二
ｍ
余
に
な
る
。
全
体
の
規
模
は
、

1992年出上の木簡

(松 島)

醜韓」幕媒Ｆ・　期弟卿感暉岩一囀ウ脚イこ質細中

か
く
、
周
辺
に
多
く
の
洞
窟
が

存
在
す
る
。

遺
跡
は
、
北
西
か
ら
海
に
向

か
っ
て
延
び
る
二
本
の
丘
陵
に

換
ま
れ
た
旧
海
浜
低
地
上
に
あ



調
査
区
外
に
延
び
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
が
形
状
は
長
方
形
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
池
跡
か
ら

一
五
四
点
の
塔
婆
と
十
数
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
塔
婆
に

記
さ
れ
て
い
る
の
は
梵
字
と
梵
字
が
表
わ
す
仏
尊
の
名
で
あ
る
。
木
筒
の
中
に

は
闘
茶
会
に
使
用
す
る
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
三
点
あ
る
。
こ
れ
ら
塔
婆

・

木
筒
と
伴
出
し
た
陶
器
類
は

一
五
世
紀
後
半
の
も
の
で
、
池
造
営
時
期
に
遡
る

資
料
は
な
い
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

ω

「
常

南
無
大
日
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（饉
Ｘ
〕父
ヽ
露

②

「
常

大

日

如

来

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞
卜
受

］
受

∞

ヨ

①
　
「
鞘
南
無
阿
弥
陀
仏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞聟
∞メ
］
露

①

「
＜
白

南
無
大
日
如
来
」
　

　

　

　

　

　

　

］『μ溢
Φ
溢

Φ鵠

⑤
　
「
＜
質
玲

く
聾
襲
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞〕巽
∞兌
〕
ｏ絡

（［〕　　　一‐を外中」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞Φ
彰〈〕〇
×
ω　　ｏＮ∞

①
　
「
二
三

一　
市四中」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍΦ
〉〈ф卜
〉ハ∞　　⇔やＰ

全
点
池
跡
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。
⑪
ｉ
③
は
塔
婆
、
③
⑦
は
闘
茶
札
で
あ
ろ

う
。　
梵
字
は
①
②
①
が
金
剛
界
大
日
如
来
、　
③
が
阿
弥
陀
如
来
、　
０
が
五
輪

（空
風
火
水
地
）
を
表
わ
す
。
大
日
如
来
を
記
し
た
も
の
が
全
体
の
八
五
％
を
占

め
る
。
頭
に
刻
み
を
持
つ
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
五
輪
塔
を
意
識
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
③
は
茶
の
種
類
を
当
て
る
時
に
用
い
る
札
で
あ
る
。
⑦
は
着
座
を

決
め
る
時
に
用
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
点
に
類
似
し
た
も
の
に
聞
香

札
が
あ
る
が
、
時
代
的
に
み
て
闘
茶
札
と
考
え
た
。

調
査
は
終
了
し
て
お
ら
ず
、
今
後
資
料
数
は
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

瑞
巌
寺
博
物
館

『瑞
巌
寺
境
内
遺
跡
試
掘
調
査
概
報
』
全

九
九
三
年
）

（新
野
一
浩
）




